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概    要 本研究では、分娩時の外陰部消毒のあり方を見直すための基礎調査として、水道
水を用いた簡便な外陰部消毒方法の効果を検討することを目的とした。健康女性 10 名を対象に、水道
水、塩化ベンザルコニウム（BAC）、ポビドンヨード（PVI）の 3 方法による外陰部消毒を行い、前後
に細菌培養検査を実施し比較検討した。その結果、水道水と BAC では、消毒前後で菌量に有意差は見
られず、PVI では、S.epidermidis と Corynebacterium において、消毒後に有意に菌量の減少が見られ
た。また消毒後、S.epidermidis は、PVI が水道水と BAC に比べて有意に少なく、Corynebacterium
は、PVI が水道水に比べて有意に少なかった。以上より、水道水清拭では除菌効果は見られず、消毒薬
である BAC も効果がないこと、また PVI は常在菌叢を破壊する可能性が示唆された。 
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分娩時の外陰部消毒とは、外陰部を消毒や洗浄、
清拭などにより清潔にしようとする操作のことで、
その目的は、新生児への感染予防、および母体の
子宮内や皮膚粘膜裂傷に対する感染予防とされて
いる。しかし分娩時においては、産婦は陣痛によ
り極めて苦痛な状態にあり、その経過も様々とい
う特異的状況にある。その中で、一定の方法で正
しい消毒を行うことや教科書通りの清潔を確保す
ることには限界があり、産婦の負担が大きいこと
も予測できる。分娩時の浣腸や剃毛は、既に不要
であるということが実証されているが、同じ分娩
時ケアの一つである外陰部消毒については、これ
までにはっきりとした指針は示されていない。フ
リースタイル出産が広まり、また多くの分野で消
毒が見直されている今日、外陰部消毒についても、
産婦の自由な体位を妨げず、根拠に基づいたケア
への見直しが必要と考える。 
英国では、分娩時外陰部消毒について、水道水
の効果を明らかにした報告や、適切な手洗いと無
菌操作を行えば、行わなくても問題はないと述べ
られている報告が見受けられる。しかしその具体
的方法や根拠には不明確な点があり、さらに検討
が必要と考えられる。一方わが国では、分娩時外
陰部消毒に関する研究はほとんど見当たらず、そ
の実態も不明であった。そこで 2007 年、研究者
はわが国の病院・助産所における分娩時外陰部消
毒の実態調査を行った。その結果、ほとんどの施
設で消毒薬による消毒が行われており、その方法
の根拠や効果には不明瞭な面が多々あることが明
らかになった。また、多くの助産師が、消毒薬を
使用しない方法に前向きな姿勢を示していること
も分かった。これらをふまえて、水道水による外
陰部消毒の効果を明らかにし、望ましい外陰部消
毒のあり方についてさらに検討することとした。
本研究は、そのための基礎調査として、健康女性
を対象に検討を行った。
 
 
 本研究は、水道水を用いた簡便な外陰部消毒方法
の効果検討を目的とした。方法は以下の通りである。 
1）対象者：20歳から 40歳未満の健康女性で、本
研究に同意を得られた 10 名（実験には清潔操作が
必要なことから、医療専門職者とした）2）データ
収集方法・内容：（1）対象者に、水道水（微温湯）、
および臨床現場で一般に使用されている塩化ベン
ザルコニウム 0.025％液（以下 BAC）、ポビドンヨ
ード 10％液（以下 PVI）の計 3 方法で外陰部消毒
（約 30秒の清拭操作）を行ってもらった。実験は
月経中でない時期、排泄後 1 時間以上経過した状
態で行い、各方法の間には 24 時間以上空けた。（2）
各方法の実施前後に、滅菌綿棒を用いて、大陰唇
の外側を縦方向に 2 回（2 秒間/回）擦過してもら
った。（3）採取綿棒を 1ml 生理食塩水を用いて抽
出し、35℃72 時間培養後、菌量（colony forming 
units:CFU/ml）を測定した。500CFU/ml 以下を
陰性とし、得られた数値の常用対数を求めた。陰
性の場合は、一律 500 として算出した。3）分析方
法：単純集計の後、各方法における外陰部消毒前
後の菌種と菌量、外陰部消毒前後における各方法間
の菌種と菌量の比較を行い、統計学的に分析した。
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図 1 PVIによる消毒前後の菌量の変化 
図 2 消毒前後の S.epidermidisの変化 
図 3 消毒前後の Corynebacteriumの変化 
 
対象者の平均年齢は 27.2±3.8 歳であった。全
60 検体中の検出菌は、S.epidermidis：45 検体
（75.0%）、Corynebacterium：27 検体（45.0%）、 
Propionibacterium ： 10 検 体 （ 16.7% ）、
Lactobacillus：9 検体（15.0%）、E.faecalis：3 検
体（5.0%）、S.aureus：4 検体（6.7%）であった。 
1） 外陰部消毒前後の比較 
水道水、BAC では、全検出菌において、消毒前
後での菌量に有意差は認められなかった。PVI で
は、S.epidermidisとCorynebacteriumにおいて、
消毒後に有意に菌量の減少が認められた（図 1）。
これらのことから、水道水と BAC では除菌効果は
なく、PVI では消毒効果は見られるが、常在菌叢
を破壊する可能性が示唆された。 
2） 3 方法の比較 
消毒前は、全検出菌において、菌量に有意差は
なかった。すなわち、対象者の状態は概ね同質で
あると考えられた。消毒後は、S.epidermidis と 
Corynebacterium において、3 方法間で菌量に有
意な差が認められた。そこで多重比較を行ったと
ころ、S.epidermidis では、PVI が水道水および
BAC に比べて有意に少なかった（図 2）。
Corynebacterium では、PVI が水道水に比べて有
意に少なかった（図 3）。したがって、ここでも PVI
の消毒効果が示された。 
 
今回、分娩時使用されている消毒薬に替わる方
法として、水道水を用いた簡便な外陰部消毒の効
果を検討したが、実験結果からは、水道水による
清拭では除菌効果は見られないことが明らかとな
った。同様に、消毒薬である BAC も効果がなく、
PVIは有害である可能性が示唆された。常在菌は、
外界の有害な菌から人体を守る重要な役割を果た
しており、新生児にとって出生時に母親から受け
る常在菌は、正常細菌叢の形成に非常に有益とさ
れている。今回検出された菌はほとんどが外陰部
の常在菌であったことからも、外陰部消毒の必要
性そのものが問われる結果となったと言える。し
たがって、分娩時外陰部消毒のあり方として、便
などの目立った汚れがある場合のみ、汚れを取り
除く目的で、水道水による清拭を行うことが望まし
いのではないかと考える。今後は臨床現場でサー
ベイランス調査を行い、さらに検討予定である。 
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